
在宅医療等で対応することになる患者数
の内訳とその対応（方向性）について

資料３別冊

平成２８年３月１７日

熊本県健康福祉部

＜各地域分＞



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 9,377
在宅医療等 6,773

計 16,150

入 院 9,557
在宅医療等 10,283

計 19,840

入 院 10,049
在宅医療等 11,539

計 21,588

入 院 10,257
在宅医療等 12,225

計 22,482

入 院 10,205
在宅医療等 12,381

計 22,586

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【熊本地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 10,476
療養病床 3,816

計 14,292

（単位：床）
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(2,520)

(2,510)

(2,411)

(2,216)

(2,890)

(3,878)

(3,892)

(3,805)

(3,607)

(3,074)

(2,792)

(2,820)

(2,793)

(2,704)

(2,428)

(1,015)

(1,035)

(1,040)

(1,030)

(985)

4,623 

4,536 

4,138 

3,399 

1,766 

4,645 

4,576 

4,288 

3,771 

2,839 

3,113 

3,113 

3,113 

3,113 

2,168 

(3,816)(10,476)



【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 6,747人 約9,010人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

1,784 1,904 1,904 1,904

(100) (107) (107) (107)

2,168 3,113 3,113 3,113

(100) (144) (144) (144)

945 0 0 0

(100) (0) (0) (0)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

1,860 2,100 3,924 5,688

(100) (113) (211) (306)

795 1,143 1,152 1,366

(100) (144) (145) (172)

759 955 1,027 1,027

(100) (126) (135) (135)

344 518 518 547

(100) (151) (151) (159)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

人／月

人／月

定員（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

1,766,016 1,987,836 2,371,884 2,986,968

(100) (113) (134) (169)

196,776 255,096 323,628 407,544

(100) (130) (164) (207)

895,956 1,252,188 1,621,128 2,088,180

(100) (140) (181) (233)

494,748 539,028 644,376 781,740

(100) (109) (130) (158)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（3,399人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【熊本地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要
既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 935
在宅医療等 1,283

計 2,218

入 院 877
在宅医療等 1,606

計 2,483

入 院 922
在宅医療等 1,695

計 2,617

入 院 929
在宅医療等 1,757

計 2,686

入 院 900
在宅医療等 1,728

計 2,628

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【宇城地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 981
療養病床 546

計 1,527

（単位：床）
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(394)

(406)

(402)

(372)

(464)

(323)

(333)

(330)

(319)

(296)

(165)

(171)

(171)

(167)

(157)

(18)

(19)

(19)

(19)

(18)

676 

694 

657 

611 

370 

694 

705 

680 

637 

555 

358 

358 

358 

358 

358 

(546)(981)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 1,334人 約1,470人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生活

支援サービスなど在宅サービスの増加も見込

む必要がある。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

630 630 630 630

(100) (100) (100) (100)

358 358 358 358

(100) (100) (100) (100)

93 93 93 93

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 132 144 168

(-) (-) (-) (-)

204 268 320 339

(100) (131) (157) (166)

218 264 264 265

(100) (121) (121) (122)

176 176 176 176

(100) (100) (100) (100)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

人／月

人／月

定員
（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

259,992 293,676 321,348 411,504

(100) (113) (124) (158)

28,800 35,568 40,572 52,200

(100) (124) (141) (181)

178,632 178,764 218,616 273,048

(100) (100) (122) (153)

72,384 73,272 84,492 104,712

(100) (101) (117) (145)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（611人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【宇城地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

構想により新たな対応が必要 既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 1,248
在宅医療等 1,827

計 3,075

入 院 1,121
在宅医療等 2,246

計 3,367

入 院 1,159
在宅医療等 2,378

計 3,537

入 院 1,152
在宅医療等 2,438

計 3,590

入 院 1,093
在宅医療等 2,329

計 3,422

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【有明地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 1,248
療養病床 867

計 2,115

（単位：床）

5

(423)

(446)

(446)

(419)

(584)

(348)

(366)

(368)

(359)

(334)

(266)

(280)

(284)

(281)

(269)

(56)

(60)

(61)

(62)

(61)

795 

864 

830 

756 

421 

851 

891 

865 

807 

723 

683 

683 

683 

683 

683 

(867)(1,248)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定・

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 1,107人 約2,350人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

752 752 752 752

(100) (100) (100) (100)

683 683 683 683

(100) (100) (100) (100)

312 312 312 312

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 0 0 0

(-) (-) (-) (-)

77 159 185 188

(100) (206) (240) (244)

387 408 418 429

(100) (105) (108) (111)

106 173 173 173

(100) (163) (163) (163)

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

人／月

人／月

定員

小規模多機能型居宅介護

（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

439,680 553,872 608,220 649,908

(100) (126) (138) (148)

42,096 56,532 66,732 78,240

(100) (134) (159) (186)

312,768 397,872 428,160 447,384

(100) (127) (137) (143)

182,400 226,116 241,668 252,408

(100) (124) (132) (138)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（756人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【有明地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応分が必要
既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 445
在宅医療等 589

計 1,034

入 院 418
在宅医療等 677

計 1,095

入 院 441
在宅医療等 700

計 1,141

入 院 441
在宅医療等 712

計 1,153

入 院 420
在宅医療等 683

計 1,103

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【鹿本地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 592
療養病床 236

計 828

（単位：床）
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(99)

(104)

(104)

(92)

(134)

(186)

(195)

(193)

(186)

(175)

(111)

(117)

(118)

(115)

(111)

(24)

(25)

(26)

(25)

(25)

260 

282 

273 

258 

182 

167 

174 

171 

163 

151 

256 

256 

256 

256 

256 

(236)(592)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 279人 約350人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

359 359 359 359

(100) (100) (100) (100)

256 256 256 256

(100) (100) (100) (100)

0 0 0 0

(-) (-) (-) (-)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

12 36 72 108

(100) (300) (600) (900)

208 270 299 297

(100) (130) (144) (143)

95 98 99 99

(100) (103) (104) (104)

20 20 20 20

(100) (100) (100) (100)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

定員

人／月

人／月

（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

130,728 162,888 191,364 211,752

(100) (125) (146) (162)

6,456 7,152 8,376 10,200

(100) (111) (130) (158)

92,088 76,728 79,140 80,004

(100) (83) (86) (87)

35,808 41,880 47,016 54,420

(100) (117) (131) (152)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（258人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【鹿本地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要
既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 1,433
在宅医療等 1,197

計 2,630

入 院 1,457
在宅医療等 1,678

計 3,135

入 院 1,551
在宅医療等 1,911

計 3,462

入 院 1,604
在宅医療等 2,069

計 3,673

入 院 1,600
在宅医療等 2,108

計 3,708

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【菊池地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 2,650
療養病床 504

計 3,154

（単位：床）
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(573)

(577)

(565)

(541)

(638)

(587)

(586)

(560)

(517)

(444)

(387)

(388)

(375)

(351)

(308)

(53)

(53)

(51)

(48)

(43)

1,003 

975 

859 

690 

305 

579 

568 

526 

462 

366 

526 

526 

526 

526 

526 

(504)(2,650)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 1,134人 約1,890人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

530 530 530 530

(100) (100) (100) (100)

526 526 526 526

(100) (100) (100) (100)

233 233 233 233

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 96 96 144

(-) (-) (-) (-)

130 189 215 232

(100) (145) (165) (178)

188 243 273 290

(100) (129) (145) (154)

228 373 402 431

(100) (164) (176) (189)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

人／月

人／月

定員

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

308,616 356,964 437,388 550,740

(100) (116) (142) (178)

36,828 50,712 69,372 95,640

(100) (138) (188) (260)

241,272 194,328 239,868 284,724

(100) (81) (99) (118)

108,840 110,052 126,120 143,628

(100) (101) (116) (132)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（690人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【菊池地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要
構想により新たな対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 455
在宅医療等 898

計 1,353

入 院 388
在宅医療等 1,089

計 1,477

入 院 410
在宅医療等 1,152

計 1,562

入 院 418
在宅医療等 1,200

計 1,618

入 院 404
在宅医療等 1,170

計 1,574

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【阿蘇地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 448
療養病床 436

計 884

（単位：床）

11

(192)

(198)

(194)

(182)

(261)

(103)

(107)

(104)

(99)

(93)

(95)

(98)

(97)

(93)

(87)

(14)

(15)

(15)

(14)

(14)

449 

471 

443 

408 

257 

416 

424 

404 

376 

336 

305 

305 

305 

305 

305 

(436)(448)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 456人 約1,010人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

370 370 370 370

(100) (100) (100) (100)

305 305 305 305

(100) (100) (100) (100)

76 76 76 76

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 0 0 0

(-) (-) (-) (-)

78 103 109 100

(100) (132) (140) (128)

196 234 252 251

(100) (119) (129) (128)

196 196 196 196

(100) (100) (100) (100)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

人／月

人／月

定員

人／年

（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

84,516 106,596 124,908 128,472

(100) (126) (148) (152)

12,576 17,196 26,100 32,340

(100) (137) (208) (257)

127,092 151,524 179,184 184,032

(100) (119) (141) (145)

56,544 67,956 83,988 87,864

(100) (120) (149) (155)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（408人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【阿蘇地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要 既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 672
在宅医療等 809

計 1,481

入 院 567
在宅医療等 1,123

計 1,690

入 院 606
在宅医療等 1,215

計 1,821

入 院 625
在宅医療等 1,274

計 1,899

入 院 612
在宅医療等 1,252

計 1,864

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【上益城地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 499
療養病床 576

計 1,075

（単位：床）
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(313)

(318)

(306)

(281)

(416)

(214)

(220)

(216)

(206)

(184)

(85)

(87)

(84)

(80)

(72)

619 

637 

594 

527 

248 

289 

293 

277 

252 

217 

344 

344 

344 

344 

344 

(576)(499)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 595人 約1,070人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

530 530 530 530

(100) (100) (100) (100)

344 344 344 344

(100) (100) (100) (100)

113 113 113 113

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 0 0 0

(-) (-) (-) (-)

109 150 153 169

(100) (138) (140) (155)

157 180 180 180

(100) (115) (115) (115)

147 147 176 176

(100) (100) (120) (120)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

人／月

人／月

定員

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

163,620 199,644 231,252 271,104

(100) (122) (141) (166)

24,180 32,484 39,684 49,248

(100) (134) (164) (204)

129,984 147,276 161,736 188,712

(100) (113) (124) (145)

71,772 81,684 79,944 80,232

(100) (114) (111) (112)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（527人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【上益城地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要
既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 1,276
在宅医療等 1,570

計 2,846

入 院 1,157
在宅医療等 1,916

計 3,073

入 院 1,172
在宅医療等 1,995

計 3,167

入 院 1,148
在宅医療等 2,008

計 3,156

入 院 1,089
在宅医療等 1,928

計 3,017

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【八代地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 1,533
療養病床 691

計 2,224

（単位：床）
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(691)(1,533)

(351)

(368)

(369)

(352)

(481)

(352)

(371)

(379)

(377)

(365)

(312)

(330)

(341)

(343)

(343)

(74)

(79)

(83)

(85)

(87)

674 

727 

724 

681 

408 

679 

706 

696 

660 

587 

575 

575 

575 

575 

575 



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 1,898人 約1,970人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

660 660 660 660

(100) (100) (100) (100)

575 575 575 575

(100) (100) (100) (100)

172 172 172 172

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 264 360 420

(-) (-) (-) (-)

162 318 273 285

(100) (196) (169) (176)

224 239 239 239

(100) (107) (107) (107)

107 136 136 136

(100) (127) (127) (127)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定員

人／月

人／月

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

537,168 580,416 560,676 479,856

(100) (108) (104) (89)

70,524 81,456 116,664 157,272

(100) (116) (165) (223)

286,464 76,956 94,752 107,820

(100) (27) (33) (38)

83,844 91,404 93,444 93,552

(100) (109) (111) (112)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（681人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【八代地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要
既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 811
在宅医療等 859

計 1,670

入 院 652
在宅医療等 978

計 1,630

入 院 636
在宅医療等 988

計 1,624

入 院 613
在宅医療等 986

計 1,599

入 院 571
在宅医療等 930

計 1,501

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【芦北地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 968
療養病床 451

計 1,419

（単位：床）
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(284)

(303)

(314)

(322)

(467)

(157)

(169)

(175)

(179)

(185)

(108)

(117)

(122)

(125)

(131)

(22)

(24)

(25)

(26)

(28)

379 

416 

419 

414 

298 

301 

320 

319 

314 

311 

250 

250 

250 

250 

250 

(451)(968)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 271人 約630人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

300 320 320 320

(100) (107) (107) (107)

250 250 250 250

(100) (100) (100) (100)

121 121 121 121

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

324 324 336 336

(100) (100) (104) (104)

50 75 80 82

(100) (150) (160) (164)

186 195 195 195

(100) (105) (105) (105)

136 116 116 116

(100) (85) (85) (85)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

人／月

人／月

定員（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

83,052 94,368 115,680 128,004

(100) (114) (139) (154)

14,364 25,800 39,456 50,352

(100) (180) (275) (351)

53,040 39,768 48,456 56,556

(100) (75) (91) (107)

47,772 51,036 55,884 57,252

(100) (107) (117) (120)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（414人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【芦北地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要
既存サービス量からの見込みであ
り、構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 889
在宅医療等 870

計 1,759

入 院 715
在宅医療等 1,052

計 1,767

入 院 719
在宅医療等 1,086

計 1,805

入 院 711
在宅医療等 1,102

計 1,813

入 院 672
在宅医療等 1,054

計 1,726

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【球磨地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 917
療養病床 614

計 1,531

（単位：床）
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(262)

(276)

(276)

(269)

(429)

(194)

(206)

(210)

(210)

(215)

(172)

(182)

(185)

(186)

(192)

(44)

(47)

(48)

(50)

(53)

421 

461 

448 

421 

270 

182 

190 

187 

180 

178 

451 

451 

451 

451 

422 

(614)(917)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 465人 約1,150人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

567 567 567 567

(100) (100) (100) (100)

451 451 451 451

(100) (100) (100) (100)

165 165 165 165

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 96 120 120

(-) (-) (-) (-)

163 290 336 330

(100) (178) (206) (202)

198 218 226 225

(100) (110) (114) (114)

196 196 196 196

(100) (100) (100) (100)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

人／月

人／月

定員

人／年

（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

187,932 214,704 207,408 222,048

(100) (114) (110) (118)

22,020 29,748 38,148 46,164

(100) (135) (173) (210)

176,016 187,032 211,680 222,156

(100) (106) (120) (126)

93,996 111,276 126,228 135,960

(100) (118) (134) (145)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（421人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【球磨地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要 既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要



※１：必要病床数等推計ツールで示される推計値は、【入院】に係る「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」、並びに【在宅医療等】とその内訳としての「訪問診療分」。
なお、2025年以降の「慢性期」について、熊本地域及び菊池地域は「パターンＢ」、宇城地域、有明地域、鹿本地域、阿蘇地域、上益城地域、八代地域、芦北地域、

球磨地域及び天草地域は「特例」を適用。

※２：「入院からの移行分」は必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、【在宅医療等】－（「訪問診療分」＋「介護老人保健施設分※３」）で算出。
（＝１ページの「（イ）医療区分１の70％」＋「（ウ）地域差の解消（2013年推計値を除く）」＋「③一般病床でC3基準未満の患者数」の合計値）

※３：「介護老人保健施設分」についても必要病床数等推計ツールで数値が示されないため、便宜的に以下のデータを準用。

ⅰ）2013（平成25）年 ・・・「熊本県高齢者関係資料集（平成26年3月）」における2014（平成26）年2月1日時点の介護老人保健施設の定員数。
ⅱ）2025（平成37）年 ・・・「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（2015（平成27）～2017（平成29）年度）」の見込み量（定員数）。

ⅲ）2030（平成42）年以降・・・ⅱ）の見込み量を適用（＊「第６期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画（ 2015（平成27）～2017（平成29）年度）」で見込み量

は推計されていない）。

訪問診療分

【入 院】 【在宅医療等】

介護老人保健施設分※３慢性期高度急性期 急性期 回復期

2013年
推計値

2025年

推計値

2030年
推計値

2035年

推計値

2040年
推計値

入 院 1,741
在宅医療等 1,874

計 3,615

入 院 1,192
在宅医療等 2,267

計 3,459

入 院 1,183
在宅医療等 2,297

計 3,480

入 院 1,160
在宅医療等 2,308

計 3,468

入 院 1,094
在宅医療等 2,211

計 3,305

（単位：人/日）

2013年、2025年～2040年の医療需要の推計値【天草地域】
≪厚生労働省提供「必要病床数等推計ツール」による推計値（医療機関所在地ベース）※１≫

［参考］

2013年
許可病床数

療養病床一般病床

入院からの移行分※２

一般病床 1,439
療養病床 1,321

計 2,760

（単位：床）

21

(583)

(614)

(621)

(622)

(1,134)

(256)

(274)

(281)

(284)

(301)

(218)

(232)

(239)

(242)

(258)

(37)

(40)

(42)

(44)

(48)

880 

951 

948 

932 

536 

649 

675 

667 

653 

666 

682 

682 

682 

682 

672 

(1,321)(1,439)



①在宅医療等（居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、

有料老人ホーム、介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営

むことができる場所であって、現在の病院・診療所以外の場所において提供さ

れる医療）や「新たな類型」での対応を想定。

２０１４年度２０１４年度２０１４年度２０１４年度

（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）（Ｈ２６年度）

２０２０年度２０２０年度２０２０年度２０２０年度

（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）（Ｈ３２年度）

高齢者向け住まいの供給数 753人 約1,930人

② また、訪問診療や訪問看護や訪問介護、生

活支援サービスなど在宅サービスの増加も

見込む必要がある。

【参考①：第６期介護保険事業計画（2015～2017年度）で見込むサービス計画量】※「入院からの移行分」は反映されていない。

【参考②：第２期熊本県高齢者居住安定確保計画（2015～2020年度）の供給の目標】

（単位：人）

サービス名

（施設サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

845 845 845 845

(100) (100) (100) (100)

682 682 682 682

(100) (100) (100) (100)

175 175 175 175

(100) (100) (100) (100)

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

サービス名

（地域密着型サービス）
単　位 H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

0 0 0 0

(-) (-) (-) (-)

235 375 428 421

(100) (160) (182) (179)

264 280 287 281

(100) (106) (109) (106)

215 273 273 273

(100) (127) (127) (127)

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

(地域密着型特別養護老人ﾎｰﾑ)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護
人／年

人／月

人／月

定員
（単位：回／年）

サービス名

（居宅サービス）
H26年度 H29年度 H32年度 H37年度

183,516 223,656 230,496 227,280

(100) (122) (126) (124)

12,984 18,624 24,348 29,256

(100) (143) (188) (225)

189,024 185,088 211,692 216,324

(100) (98) (112) (114)

114,324 139,848 155,028 152,244

(100) (122) (136) (133)

訪問介護

訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション

◎ 2025年の推計により新たに対応が必要となる「在宅医療等」の患者数（932人分）については、ガイドラインの「在宅医療等」で示されているいずれ

かのサービスか「新たな類型」による新たな受け皿づくりが求められることとなるため、第7期以降の介護保険事業計画等に反映される必要がある。

【【【【2013201320132013年・年・年・年・2025202520252025年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値年の医療需要の推計値】】】】

医療需要推計と介護保険事業計画における主要サービスの見込み量【天草地域】

地域医療構想期間中（第7期

以降）の介護保険事業計画等
に反映する必要あり

※高齢者向け住まいは、高齢者

居宅生活支援体制（保健医療

サービスや福祉サービスを

提供する体制）が確保された

賃貸住宅等。
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２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

２０１４年度

（Ｈ２６年度）

２０１７年度

（Ｈ２９年度）

２０２０年度

（Ｈ３２年度）

２０２５年度

（Ｈ３７年度）

2013年
推計値

2025年
推計値

構想により新たな対応が必要
既存サービス量からの見込みであり、

構想に関わらず対応が必要


